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防
火
研
修
会
開
催
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
11
月
15
日
）  

 
 

 

「平
成
26
年
度
秋
の
火
災
予
防
週
間
」 

の
一
環
事
業
と
し
て
11
月
15
日(

土
）に 

亀
岡
消
防
署
か
ら
田
中
消
防
指
令
、
角 

消
防
士
長
を
講
師
に
招
い
て
防
火
研
修 

会
が
自
治
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

講
演
テ
ー
マ
は
当
町
に
於
け
る
住
宅 

用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
が
亀
岡
市
全 

体
よ
り
低
い
こ
と
、
ま
た
火
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
高
齢
者
に
な 

る
に
つ
れ
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
を
対
象
に
設 

置
促
進
に
向
け
熱
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

  

当
日
は
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
消
防
分
団
の
皆
様 

の
協
力
を
得
て
、
67
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

「歩
い
て
知
ろ
う

薭
田
野
町
！

 

 
 

 

心
の
教
育
・餅
つ
き
大
会
」を
実
施 

 
 

 
 

 
 

 

併
せ
て
歌
舞
劇
団
「田
楽
座
」を
上
演 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
12
月
23
日
）  

 
 

 

薭
田
野
町
子
ど
も
「心
の
教
育
」推
進
委
員
会
が
主
催
の
「歩
い 

て
知
ろ
う

薭
田
野
町
！
心
の
教
育
・餅
つ
き
大
会
」が

12
月
23
日 

(

祝
）に
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

当
日
は
厳
寒
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
竹
岡
亀
岡 

市
教
育
長
、
田
中
・桂
川
両
府
議
会
議
員
等
々
の
来
賓
を
迎
え
、 

多
数
の
小
学
生
が
参
加
の
も
と
、
午
前
9
時
の
開
会
式
後
、
子
ど 

も
「心
の
教
育
」推
進
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
を
実 

施
し
、
子
ど
も
達
は
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
体
育
館
内
で

薭
田

 

野
町
子
ど
も
会
主
催
の
歌
舞
劇
団
「田
楽
座
」 

公
演
の
視
聴
後
、 

餅
つ
き
大
会
に
参
加
し
、
出
来
た
て
の
お
餅
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、 

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
推
進
委
員
会
の
構
成
団
体
、
協 

力
団
体
の
皆
様
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
歌
舞
劇
団
「田
楽
座
」公
演
の
詳
細
は
「各
種
団
体
か
ら 

の
お
便
り
」の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。  

  

「餅
つ
き
大
会
」終
了
後
、 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

            

大
会
開
催
さ
れ
る 

 
 

（
12
月
23
日
）  

 
 

 

餅
つ
き
大
会
終
了
後
、
午
後
0
時
頃
よ
り
「第
３
回
自
治
会
長 

杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

薭
田
野
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
23 

名
が
参
加
の
も
と
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
白
熱
し
た
熱
戦
が
繰 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

大
会
結
果
は
次
の
と 

お
り
で
す
。 

 

優 
 

勝
：
松
本
貞
男 

 
 
 

 
  

 

準
優
勝
：
山
﨑
靖
之 

 

第
三
位
：
冨
永
祐
子 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「年
末
特
別
警
戒
」が
実
施
さ
れ
る 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
12
月
28
～
30
日
）  

 
 

 

薭
田
野
町
の
更
な
る
安
全
・安
心
を
守
る
た
め
、
年
末
特
別 

警
戒
が
12
月
28
～
30
日
に
か
け
、
自
主
防
災
会
、
防
犯
推
進 

協
議
会
、

薭
田
野
駐
在
所
、
消
防
分
団
、
消
防
纏
会
及
び
各

 

区
が
一
体
と
な
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

年
末
特
別
警
戒
は
亀
岡
市
全
域
に
於
い
て
、
こ
の
３
日
間
実 

施
さ
れ
、
28
日
に
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
に
も
拘
ら
ず
亀
岡 

市
よ
り
勝
見
副
市
長
、
吉
田
総
務
文
教
常
任
委
員
長
、
桂
川 

府
議
会
議
員
、
栗
林
自
治
防
災
課
長
、
畑
中
亀
岡
消
防
副
署 

長
、
田
井
亀
岡
消
防
副
団
長
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。 

 

関
係
各
位
に
よ
る
懸
命
の
警
戒
活
動
に
よ
り
、
無
事
に
新
年 

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

な
お
、
年
末
特
別
警
戒
態
勢
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

～本広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて発行しています～ 
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12
／
28 

12
／
29 

12
／
30 

・自治会３役・正副区長 
・防犯推進委員・駐在所 
・消防分団・消防纏会 

・自治会３役・柿花区長 
・下佐伯区長・奥条区長 
・芦ノ山区長・上佐伯区長 
・防犯進委員・駐在所 
・消防分団・消防纏会 

・自治会３役・天川区長 
・鹿谷区長・太田区長 
・西佐伯区長・上佐伯区長 
・防犯推進委員・駐在所 
・消防分団・消防纏会 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・太田区 
・鹿谷区・柿花区 
・奥条区・芦ノ山区 
・西佐伯区 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・柿花区 
・奥条区・芦ノ山区 
・西佐伯区 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・太田区 
・鹿谷区・柿花区 
・奥条区・西佐伯区 

各区動員体制 自治会動員体制 

【警戒体制】 

日 

 

「佐
伯
～
鉱
山
線
」の
拡
幅
工
事 

 
 

 
 

（
英
霊
塔
付
近
）が
完
成 

（
12
月
30
日
）  
 

 

 

市
道
佐
伯
～
鉱
山
線
の
一 

部
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年 

12
月
に
拡
幅
工
事
が
完
成 

し
ま
し
た
が
、
未
だ
英
霊
塔 

付
近
に
於
い
て
は
道
路
幅
が 

狭
く
車
両
同
士
等
の
出
合 

い
な
ど
が
し
に
く
く
危
険
な 

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き 

続
き
拡
幅
工
事
の
要
望
を 

自
治
会
か
ら
亀
岡
市
に
提 

出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
よ
う 

や
く
そ
の
要
望
が
認
め
ら
れ
戦
没
者
遺
族
会
、
地
元
地
権
者
等
の 

0 
薭田野
神社 

加茂ノ
坂地区 

加茂ノ
坂地区 

山内川 
薭田野
小学校 

英霊塔 

➙太田地区 

多
大
な
ご
協
力
を
得
て
待
望
の
拡
幅
工
事
が
完
成
致
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
完
成
に
よ
り
、

薭
田
野
神
社
～
加
茂
の
坂
間
の
狭
隘
は
解

 

消
し
、
通
行
が
容
易
と
な
り
安
全
が
増
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま 

す
。 

昨年度実施区間 
今回実施地点 

 

湯
ノ
花
温
泉
線
」の
歩
道
拡
幅
工
事 

 
 

 

（
大
池
付
近
）が
近
日
中
に
着
工
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

平
成
27
年
３
月
）  

 
 
 

 

平
成
24
年
4
月
に
篠
町
で
発
生
し
た
小
学
生
児
童
の
集
団
登 

校
中
の
列
に
車
が
突
っ
込
む
と
い
う
大
事
故
を
教
訓
と
し
て
危
険 

な
通
学
道
路
に
つ
い
て
、
亀
岡
市
の
施
策
と
し
て
歩
道
拡
幅
工
事 

等
の
通
学
安
全
対
策
が
実
施
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

当
町
に
於
い
て
も

薭
田
野
小
学
校
付
近
の
歩
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

 

設
置
等
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
自
治
会
よ
り
要
望
し 

て
い
た
湯
ノ
花
温
泉
線
の
歩
道
拡
幅
工
事
が
本
年
度
に
於
い
て
実 

現
の
運
び
と
な
り
、
こ
の
ほ
ど
大
池
付
近
か
ら
施
工
さ
れ
る
こ
と 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

計
画
区
間
の
全
線
が
工
事
完
了
と
な
る
に
は
数
年
が
必
要
で 

児
童
の
安
全
な
通
学
の
実
現
に
向
け
亀
岡
市
と

薭
田
野
町
が
一

 

体
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

 
 

 

薭田野
小学校 

青空ケ
丘地区 

苗秀寺 

大池 

ローソン 

工事計画区間 

～本広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて発行しています～ 

^

平
成
25
・26
年
襲
来
の
台
風
等 

 
 

被
害
に
よ
る
河
川
復
旧
工
事
を
実
施
中 

 
 
 

 

 

平
成
25
年
９
月
襲
来
の
台
風 

18
号
並
び
に
平
成
26
年
８
月 

襲
来
の
台
風
11
号
・集
中
豪
雨 

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
山
内 

川
及
び
、
菰
川
流
域
で
京
都
府 

の
計
画
で
災
害
復
旧
工
事
が
実 

施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

工
事
完
了
時
期
は
本
年
度
３ 

月
末
と
な
っ
て
お
り
、
完
成
後
は 

当
町
の
治
水
に
貢
献
す
る
も
の 

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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11
月
24
日
（
祝
） 

亀
岡
市
中
部
地
区
同
和 

教
育
推
進
協
議
会
子
ど
も
会
部
会
「人
権
研 

修
会
」を
自
治
会
２
号
館
に
お
い
て
開
催
し
ま 

し
た
。 

 

講
師
に
社
会
福
祉
法
人
青
葉
学
園
理
事
長 

の
江
口
昌
道
氏
を
招
き
、
子
ど
も
の
人
権
「命 

の
活
用
と
児
童
養
護
施
設
青
葉
学
園
に
つ
い
て 

」と
題
し
た
講
演
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「空
っ
ぽ
の
心
に
陽 

が
昇
る
」の
上
映
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

大
井
町
、
千
代
川
町
、
吉
川
町
、

薭
田
野
町
か
ら
約

50
人
の
参 

加
を
頂
き
、
青
葉
学
園
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
の
人
権 

に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
歌
舞
劇
団
「田
楽
座
」公
演
を
鑑
賞 

 

◆
人
権
研
修
会
の
開
催 

 

12
月
23
日
（
祝
）、
長
野
県
伊
那
市
の
歌
舞
劇
団
「田
楽
座
」を

薭

 

田
野
小
学
校
体
育
館
に
招
き
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約
1
５
０
人 

が
、
全
国
各
地
の
民
族
芸
能
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

 

に
ぎ
や
か
な
曲
芸
か
ら
始
ま
り
、
太
神
楽
の
頭
噛
み
、
滋
賀
県
水 

口
町
の
水
口
囃
子
、
山
形
県
の
花
笠
踊
り
、
長
野
県
木
曽
地
方
の 

鳥
さ
し
舞
等
、
楽
し
い
演
目
が
続
き
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
和
太
鼓
体
験
と
玉
す
だ
れ
体
験
の
時
間
を
設
け
、 

子
ど
も
も
大
人
も
目
を
輝
か
せ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
 

 
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 

    

ふ
れ
あ
い
学
級
で
小
学
生
と
交
流 

 

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
度
、

薭
田
野
小
学
生
と
の
ふ
れ

あ
い
学
級
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

毎
回
、
最
初
に
各
学
年
の
皆
さ
ん
が
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で

迎
え
て
く
れ
、
ふ
れ
あ
い
学
級
で
は
昔
の
懐
か
し
い
歌
で
あ
っ

た
り
、
現
代
の
新
し
い
歌
で
あ
っ
た
り
、
寸
劇
、
狂
言
、
楽
器
の

演
奏
、
ま
た
古
典
の
暗
誦
の
披
露
な
ど
幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て 

 

                

の
交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「祇
園
精
舎
の
鐘
の
声 

諸
行
無

常
の
響
き
あ
り 

沙
羅
双
樹
の
花
の
色 

盛
者
必
衰
の
理
を

表
す
」平
家
物
語
を
３
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
暗
誦
し
て
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
だ
た
だ
驚
き
と
、
我
々
も
も

う
一
度
勉
強
し
直
さ
な
け
れ
ば
と
刺
激
と
励
ま
し
を
貰
う

こ
と
も
た
び
た
び
で
す
。
覚
え
る
児
童
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る

と
同
時
に
教
え
ら
れ
る
先
生
方
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
我
々
老
人
も
若
返
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。  

 

      
 
 

    

 
 

 

各
ク
ラ
ブ
の
数
地
区
で
は 

自
主
的
に
子
ど
も
見
守
り 

隊
を
結
成
し
横
断
等
の
安 

全
を
は
か
り
、
子
供
達
と 

の
ふ
れ
合
い
に
心
が
け
て 

い
ま
す
。 

 

今
回
は
奥
条
区
の
様
子 

を
写
真
紹
介
し
ま
す
。 

  

か 

各

種

団

体

か

ら

の

お

便

り 
薭 
子 
連 

か 

ら 

の 

お 

知 

ら 

せ 

～本広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて発行しています～ 

12
月
９
日 

11
月
25
日 

11
月
11
日 

10
月
21
日 

７
月
15
日 

６
月
10
日 

 
開
催
日 

３
年 

１
年 

６
年 

４
年 

５
年 

２
年 

学
年 

昔
の
く
ら
し
、
昔
の
道

具
や
子
ど
も
の
頃
の
様

子
に
つ
い
て 

昔
の
遊
び
、
コ
マ
回
し
、

将
棋
、
お
じ
ゃ
み
等 

戦
時
中
の
様
子
の
話 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
い
っ

し
ょ
に 

盆
踊
り
を
い
っ
し
ょ
に 

指
先
を
使
っ
て
あ
や
と

り
、
折
り
紙
等 

内 
 
 

 
 

容 

平成２６年度「ふれあい学級」における 
小学生との交流内容 

（１０月２１日のグランドゴルフの様子） 

（１１月２５日の将棋の様子） 

老
人
ク
ラ
ブ
も
子
ど
も
見
守
り
隊 
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み
ん
な
で
楽
し
く
「寄
せ
植
え
講
習
会
」 

 

恒
例
の
寄
せ
植
え
講
習
会
が
12
月
7
日(

日)

自
治
会
２
号
館
で

開
催
さ
れ
、
51
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
へ
の
参
加

で
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
、
又
地
域
に
住
む
住
民
同
士
が
顏
見
知
り 

 
 
 

 
 
 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催 

 

６
月
開
催
の
住
民
対
象
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
続
い
て
去

る
11
月
11
日(

火)

自
治
会
２
号
館
に
於
い
て
、
今
回
は
商
店
主
、

経
営
者
等
を
対
象
に
開
催
し
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
家
族
に
も
認
知
症
の
方
が
お
ら
れ
、
寸
劇
等
に
よ
り
、

そ
の
「対
処
方
法
等
が
少
し
理
解
で
き
た
」と
の
意
見
も
あ
り
、

参
加
者
の
認
知
症
に
対
す
る
認
識
度
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 

当
日
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「お
客
様
と
接
す
る

機
会
も
多
い
の
で
、
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」「他
人

事
で
は
な
く
、
地
域
の
理
解
も
必
要
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
」等
々
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
は
、
自
治

会
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
具
体
的
に
解
決
、
実
行
し

て
い
け
る
方
向
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。 

地
区
社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

と
な
り
、
特
に
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
そ
の
場
所
へ
行
く
こ

と
で
生
活
に
変
化
が
現
れ
、
又
世
代
間
の
親
睦
交
流
も
図
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
場
は
終
始
和
や
か
に
、
今
年
も
色
々
な

花
苗
の
寄
せ
植
え
が
、
園
芸
研
究
家
・上
西
政
次
氏
を
講
師
に

ス
テ
キ
な
作
品
が
出
来
上
が
り
、
参
加
者
か
ら
は
「来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

12
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
昨
年
に
引
き
続
き
、
65
歳
以

上
の
一
人
住
ま
い
の
方
へ
年
末
の
友
愛
訪
問
活
動
を
展
開
、
「納

豆
菓
子
・新
米
・

薭
田
野
小
学
校
児
童
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を

セ
ッ
ト
に
し
た
贈
り
物
を
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
の
み
な
さ 

ん
に
訪
問
、
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

民
生
委
員
各
位
に
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
お
ら
れ
る

か
、
防
犯
に
注
意
し
て
も
ら
う
な
ど
の
声
か
け
を
通
し
て
、
心
の

ふ
れ
あ
い
に
日
々
努
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
は
小

学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
、
高
齢
者
の

方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
の
友
愛
事
業
を
今
後
も
地
域
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 

青
少
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

吹
奏
楽
演
奏
、
狂
言
上
演
、
人
権
作
文
発
表 

 
 

「心
の
教
育
」人
権
研
修
会
を
開
催 

 

去
る
２
月
７
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら
亀
岡
市
立
人

権
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
「
心
の
教
育
」

人
権
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
各
区
役
員
・
組
長
・班
長
及
び
各
種
関
係
団
体

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
地
域
住
民
ら
１
２
７
名
が
参
加
。
石
田

自
治
会
長
の
開
会
挨
拶
、
竹
岡
亀
岡
市
教
育
長
の
来
賓
挨

拶
、
田
中
・
奥
村
両
市
議
会
議
員
の
来
賓
紹
介
の
あ
と
、

南
桑
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
南
桑
中
学
校

校
歌
」
「
行
進
曲
～
よ
ろ
こ
び
」
「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」
の
３

曲
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
全
体
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
薭
田
野
小
学
校
６
年
生
児
童
に
よ
る
「
狂
言
～

棒
縛(

ぼ
う
し
ば
り)

」
が
上
演
さ
れ
、
そ
の
熱
演
に
参
加
者

全
員
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
児
童
及
び
中
学
２
年
生

生
徒
の
「人
権
作
文
」の
発
表
が
あ
り
、
「人
が
傷
つ
く
言
葉

を
言
わ 

民
生
委
員
と
連
携
し
て 

 
 

 
 

友
愛
訪
問
活
動
を
展
開 

～本広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて発行しています～ 
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受
賞
者 

 

☆
亀
岡
市
長
表
彰 

精
勤
章 

 
 

 
 

分
団
長  

木
崎 

貴
史
（
芦
ノ
山
区
）  

  

☆
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰 

精
勤
章 

 
 

 
 

副
分
団
長 

堤 
 

 

寛
（
太
田
区
） 

 

☆
消
防
協
会
亀
岡
支
部
長
表
彰 

 
 

 
 

団 

員 
 

吉
田 

顕
弘
（
太
田
区
） 

 

☆
亀
岡
市
消
防
団
長
表
彰 

 
 

 
 

団 

員 
 

谷
本 

博
好
（
上
佐
伯
区
） 

 

☆
亀
岡
市
消
防
団
長
表
彰 

 
 

 
 

団 

員 
 

桂 
 

 

正
幸
（
下
佐
伯
区
）  

 

☆
京
都
府
知
事
表
彰 

精
勤
章 

 
 

 
 

部 

長 
 

太
田 

 
 

翼
（
鹿
谷
区
） 

 

 
 

毎
回
、
廃
品
回
収
へ
の
ご
協
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

廃
品
回
収
を
毎
年
度
、
５
回
計
画
し
て
お
り
、
本
年
度
も
昨
年

12
月
21
日(

日)

に
第
４
回
目
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

各
区
の
役
員
・組
長
様
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
様
、
そ
し
て
地

域
住
民
の
皆
様
な
ど
の
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
回
、
新

聞
紙
や
雑
誌
・ア
ル
ミ
缶
・段
ボ
ー
ル
・布
類
等
、
た
く
さ
ん
の
廃

品
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
有
り
難
く
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。 

 

廃
品
回
収
で
得
ら
れ
ま
し
た
資
金
は
、
小
学
校
へ
の
図
書
教
材

の
充
実
や
防
犯
ブ
ザ
ー
の
購
入
、
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

費
な
ど
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
る
３
月
８
日(

日)

に
は
、
す
で
に
ご
案
内
の
と
お
り
本
年
度
、

最
終
の
廃
品
回
収
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

消
防
分
団
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 
   

平
成
27
年
亀
岡
市
消
防
出
初
式 

 

薭
田
野
分
団
は
1
月
11
日(

日)

亀
岡
小
学
校
体
育
館
に
於 

い
て
行
わ
れ
た
亀
岡
市
消
防
出
初
式
に
分
団
長
以
下
35
名
が 

参
加
。
式
典
で
は

薭
田
野
分
団
か
ら

５
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し 

た
。
式
典
終
了
後
、
南
郷
公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
、
一
斉
放
水
を 

行
い
ま
し
た
。 

 

新
年
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に

薭
田
野
町
の
安
全
安
心
を

 

守
る
決
意
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

な
お
、
去
る
２
月
８
日(

日
）に
は
、
京
都
府
知
事
の
表
彰
式
が 

行
わ
れ
、
当
分
団
か
ら
１
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
・敬
称
略
） 

 

～本広報誌は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて発行しています～ 

を
言
わ
ず
に
温
か
い
言
葉
を
言
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
「
友

達
は
笑
顔
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
し
笑
顔
に
し
て
も
ら
え
る
大
切

な
存
在
で
あ
る
」
な
ど
、
人
権
月
間
で
学
ん
だ
こ
と
や
日
常
生

活
を
通
し
て
感
じ
た
人
権
の
尊
さ
の
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
、
本
年
度
も
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

本
日
（３
月
１
日
）か
ら
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
が
始

ま
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
の
訓
練
に
て
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
上
佐
伯
区
の
神
蔵
寺
に
お
い
て
放
水
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
日
か
ら
７
日
ま
で
火
災
に
対
す
る

警
戒
心
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
、
そ
し
て
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
消
防
団
員
に
よ
る

夜
間
巡
回
広
報
に
町
内
の
巡
回
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

３
月
１
日
～
７
日
ま
で 

 
 

平
成
27
年
春
季
火
災
予
防
運
動
週
間 
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「京
都
・ギ
ネ
ス
に
挑
戦
２
０
１
４
」 

 
 
 

亀
岡
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会 

 

10
月
26
日(

日)

に
「京
都
・ギ
ネ
ス
に 

挑
戦
２
０
１
４
」
亀
岡
チ
ャ
レ
ン
ジ 

大
会
が
亀
岡
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、 

薭
田
野
町
の
代
表
と
し
て
天
川
区
が 

「
大
玉
こ
ろ
が
し
」
に
出
場
し
、
見 

事
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
２
回
天
川
区
防
災
訓
練
「皆
で
守
ろ
う
天
川
区
」 

 

11
月
16
日
（
日
）に
天
川
児
童
公
園
に
お
い
て
自
治
会
役
員
出

席
の
中
、
区
民
60
名
余
り
が
参
加
し
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
が
真
剣
な
眼
差
し
で
初
期
消
火
・
簡
易
担

架
づ
く
り
・
土
の
う
づ
く
り
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
学
び
ま
し
た
。 

 

最
後
に
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て
、
餅
つ
き
・
う
ど
ん
を
作
り

皆
で
い
た
だ
き
、
第
３
回
目
も
行
う
事
を
伝
え
終
了
し
ま
し
た
。 

       

各
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

天
川
区
 

柿
花
区
・
奥
条
区 

 
 

薭
田
野
小
学
校
で
は
、
毎
年

薭
田
野
町
に
お
住
ま
い
の

75
歳
以
上
の
方
々
に
年
賀
状
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
取
組
み
は
、
一
・
二
学
期
に
「
ふ
れ
あ
い
学
級
」

で
学
校
に
来
て
も
ら
っ
て
の
交
流
や
登
下
校
、
休
み
の
日

な
ど
、
い
つ
も
地
域
で
見
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
お
礼
の

気
持
ち
を
込
め
て
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
全
児
童
が
心
を

込
め
て
年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
。
三
学
期
は
じ
め
に
は
、

お
返
し
に
た
く
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
を
送
っ
て 

 

ふ
れ
あ
い
年
賀
状

 

 
 
 

認
定
外
道
路
整
備
事
業
が
完
成 

 

柿
花
区
並
び
に
奥
条
区
に
於
い
て
亀
岡
市
認
定
外
道
路
整

備
事
業
が
去
る
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。 

 

柿
花
区
で
は
、
積
善
寺
に
通
じ
る
道
路
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
さ
れ
、
こ
れ
で
平
成
23
年
度
に
整
備
さ
れ
た
防
災
道
路

と
合
わ
せ
て
全
線
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 

奥
条
区
で
は
西
垣
内
地
区
内
の
道
路
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
さ
れ
、
こ
れ
で
安
全
で
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

(上)完成した道路（柿花区） 

(下)完成した道路（奥条区） 

薭
田
野
小
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

も
ら
い
、
校
内
に
掲
示
し
た
年
賀
状
を
子
ど
も
た
ち
も

と
て
も
喜
ん
で
見
て
い
て
添
え
ら
れ
た
一
言
一
言
に
た

い
へ
ん
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

薭
田
野
小
学
校
の
取
組
み
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

編
集
委
員
長 

 

石
田 

武
夫
自
治
会
長 

編
集
委
員 

 

大
石
慶
明
（自
治
会
） 

・美
馬
俊
男
（自
治
会
） 

・中
島
重
明
（交
安
協
） 

 

安
居
博
光
（防
犯
推
進
） 

・木
崎
貴
史
（消
防
分
団
） 

・村
口
素
髙
（老
人 

 

ク
ラ
ブ
） 

・藤
野
照
雄
（民
生
児
童
委
員
） 

・斉
藤
孝
雄
（地
区
社
協
）・ 

 

大
西
文
子
（青
少
協
） 

・塩
尻
知
己
（体
振
） 

・長
瀬
美
登
利
（子
ど
も
会
）  

 

藤
本
泉
泰
（亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
） 

・高
木
麻
希
（亀
岡
市
コ
ミ
ュ 

 
ニ
テ
ィ
推
進
員
） 
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